
みんなに発信したい！
自然豊かな平石で丈夫な体
と豊かな心を育てる保育

社会福祉法人 わたり福祉会
さくらみなみ保育園



さくらみなみ保育園って
どんなところ？
田畑に囲まれた自然豊かな環境
が一番の特徴です。

＜地域交流を大事に＞

小学校との交流や、隣にある“はなしのぶ“のお年寄
りとの交流、お米名人との田植えや稲刈りなど、地
域に支えられ、様々な経験をしています

これで かき
とれるのかな。



＜あそびを豊かに＞
コロナ禍で、メディアに触れる機会も多
くなりがちな中、自然やイメージの世界
を友だちと一緒に楽しんでほしい、そん
な思いで保育をしています。子ども達は
自然をよく知っています。虫探し・花摘
み・野菜の収穫、散歩、水遊び・雪遊び
など、移り行く季節を五感で感じながら、
平石の自然の中で感性豊かに育ちます



そんなさくらみなみ保育園の自然豊かな特色を生かした
2023年度の取り組みを紹介したいと思います



自然保育PART１
【自然環境を活かした保育 ～栽培とクッキング～】

畑や田んぼに囲まれ、野菜やお米
を育てています。毎日観察しなが
ら、収穫を楽しみに待ちます。

自分たちで種から蒔いた人参。間
引きで出た葉っぱを採ってすぐ、
保育者が料理し、おかか和えにす
ると緑色の野菜は食べようとしな
かったA君も「にんじんのはっぱ
おいしい」と、むしゃむしゃ大喜
びで食べました。また、給食に人
参が出たときに「みんなが育てた
人参と同じだね」と話すると苦手
だった子も“食べてみよう”という
気持ちになり食べられるように
なったり、食の幅も広がります。

▶収穫した大豆を使って味噌を作ったり、間
引きした人参の葉っぱを使って、おかか和え
を作ったり、身近な食べ物の作る工程も知り
ながらクッキングやルッキングを楽しむこと
も、安心安全の給食の大事な柱の一つです。



自然保育PART２

【日本の文化を大事にする保育 ～伝統文化～】
 荒馬(年長児)・竹おどり(年中児)など、
東北地方に伝わる民舞を保育に取り入
れています。難しいステップに挑戦し、
友だちと力を合わせて身も心も跳ね回
ります。昔から荒馬は豊作を祝って踊
られてきました。保育園の稲刈りの後、
さくら保育園の年長児と荒馬発表会を
します。

 伝統文化の一つとして、和太鼓にも取
り組んでいます。子どもも職員もワー
クショップでプロによる指導を受け、
夏まつりなどで発表しています。

 伝統文化に触れたり、プロの演技に触
れたり、直接体験することを大切にし
ています。



自然保育PART3

【子どもの思いを表現する保育 ～造形美術～】

 「たけのこって けがはえているんだ
ね」「ぼつぼつがいっぱいあっておも
しろい」子どもの心が動いた時、それ
を表現し、大好きな誰かに伝えようと
します。表現方法の一つとして、作っ
たり、描いたりする造形美術がありま
す。

 様々な素材や技法に出会い、絵の具の
濃淡を発見し「こっちのほうが いろ
がうすいから みずをおおくしたん
だ」と子どもの表現したい思いを大事
に取り組んでいきます。

みんなで力を合わせて
おにのすんでいるやまを

つくったよ！



自然保育PART4

【地域とのつながりを大事にする保育 ～地域交流～】

 保育園は、地域の方々に見守ってい
ただきながら毎日の生活を送っていま
す。散歩先で声をかけてもらったり、
田植えや稲刈りをお手伝いいただいた
り、地域の小学校との交流があったり、
地域の方とのつながりのおかげで子ど
もたちの経験の幅も広がります。同じ
平石地域にある高齢者施設に民舞を披
露しに行ったり、田植えや稲刈りを通
して、交流を続けていきます。



‣ 写真などを活用しながら、子ど

もの素敵なところ、心が動いたとこ

ろ、子どもの気づきや魅力を記録す

ることです。写真とコメントを使っ

て伝え、目に見えるように可視化し

た成長記録の書き方です。

‣「〇〇しました」だけの記録では

なく、子どもや保育者の心が動いた

場面の記録であることが大切です。

保育者が子どもの姿にワクワクした

記録だからこそ、保護者にも結果的

に伝わる魅力的なものになり、発達

の見える化を可能にした記録の取り

方です。

あっ！ガンダムのたまごだ！

もうすぐ あかちゃんガンダム

うまれるかなぁ。

自然保育PART5
【保育を発信したい ～保育の見える化～】
ドキュメンテーションの活用



ドキュメンテーションの意義

 保育ドキュメンテーションは、働き方を変えると同時に、
保育の質を高める対話のツール。

 自分との対話(毎日のちょっとした振り返りで子どもの理解
が深まります。)

 同僚との対話(同僚と話し合う風土ができ、人間関係を良好
にします。)

 保護者との対話(保護者に保育の見える化がなされ、自然豊
かな環境下での保育や生活体験を共有することで、保育内
容が伝わり保護者との信頼関係が深まります。)

▶ICT化で時間短縮、あれもこれも別々に書くのを軽減させ、
働き方改革にもつなげることが可能です。

参考：①第48回全国保育士会コース別研修

“保育の見える化に向けたドキュメンテーションの活用“

玉川大学 大豆生田啓友氏より

②『写真とコメントを使って伝えるヴィジブルな保育記録

のススメ』鈴木出版株式会社

小泉裕子、佐藤康富氏著書より

子どもの様子  さくらんぼ組 １１月７日（月）記入者       

【初めてのハサミ】 

 スプーンの三指持ちなど道具を使うことも上手になってきた子どもたち。今日は、初めてハサミを使った活動をし

ました。育てた「人参」「オクラ」「きゅうり」に見立てた画用紙を切って楽しみましたよ。持ち方がわからなかっ

たり、危ないかな？と思う姿もありますが、注意しながら見ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 持ち方がわからず、「こう？

どう？」としばらく悩む G く

ん。 

② 持ち方がわかると、動かしてみ

る。 

③ 脇が開いて少し危険な切り方。集

中して口も一緒に開いてしまいま

す。 

④ 使ううちにコツを覚え、ほめる

と「ママもこうやってる！」と

得意気に話す G くんでした！！ 

たくさん経験し、使い方に慣れていこうと思います。 



早く行きたくて走り出した友だちが、転ん
で悲しそうにしていることに気付くと、優
しく声をかけるAくん。声をかけた後、手に
ついた砂に気付き優しくはらってくれまし
た。友だちを思いやる優しい気持ちも育っ
た姿を保護者さんにもより分かりやすく伝
えたい、そんな思いを形にしたのがドキュ
メンテーションの取り組みです。

だいじょうぶ？

はやく いきたかった だけなの
に。ころんでいたいし。はやくも
いけなくてかなしいよ。。。ドキュメンテーション例



今年度の取り組みまとめ

 １，自然環境を活かした保育 ～栽培とクッキング～

➥毎日食べている米や野菜を育てできるまでの過程を知る。楽しくクッキングをして食への

興味を育てながらおいしくいただき健康な体づくりをする。

 ２，日本の文化を大事にする保育 ～伝統文化～

➥昔から東北地方に伝わる伝統文化に触れ、豊作を祝って踊られた由来を知る。

 ３，子どもの思いを表現する保育 ～造形美術～

➥自然の中で経験した思いを、造形美術を通して表現する。

 ４，地域とのつながりを大事にする保育 ～地域交流～

➥地域の米名人に稲作を教わり、直接体験する。地域の中で荒馬を披露する。

 ５，保育を発信したい ～保育の見える化～

➥豊かな自然の中で経験したこと、成長した姿を保護者さんにより分かり

やすい形で発信する。

よもぎクッキー作ったよ！

おくらは おほしさまだ！


